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は種作業と雑草管理  

出芽・苗立の良否は収量に直接的に影響。適期・適切なは種作業の徹底を！ 
 

★ＰＯＩＮＴ★ 

・降雨時に確実に排水できるよう、周囲明きょや排水溝を補修しましょう。 

・目標苗立数の確保のため、土壌水分に応じては種深を変えましょう。 

・帰化アサガオ類などの難防除雑草の防除対策を徹底しましょう。 

 

１ 排水対策の徹底 

○ 水口は確実に止水し、明きょと暗きょ、排水口を必ず開放する。 

○ 降雨後はほ場を見回り、迅速に排水されるよう、必要に応じ周囲明きょや排水溝の手

直しを行う。 

 

２ は種 

○ 紫斑病予防のため、塗沫または湿粉衣による種子消毒を必ず実施する。 

○ アブラムシ類は、褐斑粒の原因となるウィルス病の伝染源となるので、種子塗沫また

は予防粒剤により必ず防除を実施する。 

○ は種の深さは表面から３～４cm 程度とし、土壌水分が多い場合はやや浅め（２㎝程

度）、土壌が乾燥気味の場合はやや深め（５㎝程度）にし、十分鎮圧する。 

○ 畝が高いと培土時の土量が不足するため、畝の高さは 10cm をめやすとし、は種後は

畝間の溝を明きょにつなぐ。 
 

表 は種量のめやす 

品 種 は種時期 
目標苗立数 

（本/m2） 

は種密度のめやす 
10a当たり 

種子量めやす うね幅 
株間 

（２粒播き） 

里のほほえみ ６月１日～ 

６月 15日 
13 75cm 16cm 6kg 

エンレイ ５月 25日～ 

６月 10日 
9～10 75cm 21～23cm 3.5～4kg 

６月 11日～ 

６月 20日 
13～18 75cm 12～16cm 5～6kg 

 
 



 

３ 雑草対策 

ア は種直後 

・は種後なるべく早い時期に土壌が湿っている状態（晴天時は日中を避け、夕方に散布

するなど）で土壌処理除草剤を散布する。 

砂土や土壌が極端に湿っている場合は薬害が発生する場合があるため使用を控える。 

イ 生育期 

・生育期の雑草防除は、適期の中耕培土と手取り除草が基本である。 

・降雨等で培土作業が遅れ、中耕培土だけでは十分な除草効果が得られない場合は、生

育期に適用のある除草剤を散布する。 

ウ 帰化アサガオ類の防除について 

 ・帰化アサガオ類は発生期間が一般的な雑草よりも長い。 

 ・帰化アサガオ類は成長が進み、「つる」が発生してくる頃には除草剤や中耕・培土の

効果が不十分になる。（出芽後２～４週間で「つる」が発生する。） 

 

 

 

 

 ・以下の体系を参考にして防除を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

大豆は種後、長期間に渡り発生してくる帰化アサガオ類は 

「つる」が出てくる前に体系で防除していくことが重要！！ 

この資料は令和６年５月１日現在の登録情報に基づいて作成しました。 

農薬を使用する際は必ず最新の登録内容、使用方法・注意事項等を確認 

してください。 

問合せ先： 上越農業普及指導センター普及課作物担当 TEL 025(526)9405 


